
秋になり

コマドリ戻る

リンゴの木に

古いレシピに

バニラを足せり



窓の外

夜半を照らす

月の出て

かいなのしたの

君を嫉むや



夕暮れを

カラスの声が

引き裂けり

ララバイを歌う

逝くきみのため



つかの間に

ライラック枯れて

えぐい香り

春よ、お前も

われを裏切るのか

熱帯夜

ヨットの舫う

ハーバーに

満天の星降り

愚痴るホームレス


